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作 成 シ ス テ ム（ 第 １ 報 ）

大 学 ○ 近 葉 美 希

一 分 類 法（ そ の1  ）

潭 田 吉 苗

〔(社) 日本 家政 学会

” 砂　 毎 日 の 献 立 を 作 成 す る 時、 家 庭で は 前 日 と 同 じ 料 理 に な らな い よ う に す る こ と や、

3   食 を バラ ン ス よ い 献 立 で あ るよ う に決 定 す る こ と な ど を 考 え る。 複 数 の 料 理 の 組 み 合 わ

せ に は、 多 く の 時 間 と 栄 養 に 関 す る 知 識 と 労 力 が 必 要 で あ る。 そこ で、 献 立 作 成 者 の求 め

る 条 件を 入 力 後 は、 そ の 条 件 を 満 た す 献 立を 自 動 的 に 作 成で き る シ ス テ ム を 構 築 す るこ と

を 試 み た。 そ の ため に、 料 理 の 組 み 合 わ せ に 必 要な、 調 理 法 そ の 他 の 分 類 法 につIN て 検 討

し た。

之丿　 献 立 作 成 の た め のデ ータ ベ ー ス に、1) 四 訂 食品 成 分 表 デ ー タ ペ ー ス　2 ）料 理 デ ー タ

ベ ー スを 作 成 し た。　四 訂 食品 成 分 表 は、 そ の な か の14 項 目 を デ ー タ と し た。 料 理デ ー タ ペ

ー ス は ユ ー ザ ー が 作 成で き る も の で あり、 調 理 法 の 分 類 は、 ｒ 加 熱 調 理 ・ 生 物 調 理・ 生 物

ま た は’加 熱 調 理 併 用 」 等 と 設 定し た。 さ ら に、　「 和 食・ 洋 食一 中 華 」、　ｒ 朝 食･ 昼 食･ 夕

食 」 と「 主 薬 ■副 業 ・ ス ープ ・ デ ザ ート 」と 分 類し た。 栄 養 素 の チ ェ ッ クは ４ つ の 食品 群

でお こ な っ た。 料 理 デ ータ ペ ー ス に は 他 に、 材 料・ 分 量・ 栄 養 素 な ど が 含 ま れ て い る。 そ

こ で、 作 成 し たデ ータ ベ ー ス で1 日 分 ・　１ 週 間 分 の 献 立 作 成 を 行 い、 各 分 類 法 に よ る 献

立 の 組 み 合 わせ を 調 ぺ た。

MJ　 分 類 法 を 用 い た 料 理の 組 み 合 わ せ は、 分 類 法を 用 い な か っ た組 み 合 わ せ と 比 較 す る

と 調 理 法 な ど が 重 な ら ず に よ り望 まし い 献 立 が で き るこ と が わ か っ た。 分 類 法 を 用 い る こ

と は、 人 間 の 判断 す る 能 力 に 似 た よ う な と こ ろ があ る。 今 後 の 献 立 作 成 の自 動 化 に む け て

さ ら に 分 類 法 に つ い て 検討 し てい き た い。
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献 立 と 調 理 形 艦 に 関 す る分 析
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食 材 料 と 調 理 形 態 は 相 互 に 関 連 し 献 立 を 規 制す る も の で あ る。 例 え ば。 同じ 食 材

て も 供 給 の さ れ 方 に よ っ て は。 献 立 や 調 理 形 態 は 大き く 変 容 す る こ と があ る。 本

食 材 料 の 米 と 魚 を 中 心 に、 農 山村 とm 漁 村 にお け る、 献 立 お よ び 調 理 形 熊 の 違 い

食 生 活 構 造 の 一 端 を 明 ら か に する こ と を 目 的 とし た。

l ．n 査 地 域：　新 潟 県 刈 羽 郡 小 国 町お よ び 岡 山 市九 嫌。 前者 は 新 潟 県 の 中 南 部 に あ

川 の 支 流。 渋 海 川 の 中 央 流 域 に位 置 す る 盆 地 であ る。 夏 期 は 高 温 多 湿 で 「こ し ひ

を 中 心 と し た 米 作 農 山 村 で あ る。 冬 季 は 積 雪 量 が多 い た め、 関 東 方 面 へ の 出 稼 ぎ

っ た が、 近 年 で は 道 路 事 情 が 著し く 向 上 し、 大 半 が 通 勤兼 業 農 家 と な っ て い る。

戸 内 海 児 島 湾 と 吉 井 川 に 囲 ま れ た 農 漁村 であ る。 米 作 農家 で、 青 の り を 収 穫 し、

工 を 行 う 漁 業 組 合 員 で も あ る。2. 調 査 期 間：　昭 和63 年　８月~  平 成 元 年　６月　3.n

生 活 基 本 欄 査 お よ び 朝I  ･ 昼 ・ 夕・ 間 食 の 献 立 と 調 理 法 な ど につ い て 面 接 聞 取 り ま

票 留 置 記 入 法 に よ り 実 施 し た。

食 品 数 で み る と。 一 日 の 食 品 数 に 対 す る 魚 介 類 の 割 合 は。 岡 山 市 九 嫌 が14% で あ

県 小 国 町 で は　7 ～　8% で あ っ た。 九 妬 の 朝 食お よ び 夕 食 にお け る 副 食 の 魚 介 類 利

い ず れも 野 菜 類 に 次 ぎ 二 位 で、 昼 食 で は 最 も多 い 副 食･材 料 で あ っ た。 さ ら に。 魚

理 状 態 は。 煮 物 が 最 も 多 く 次 い で 生 ま 物 で あ り 大 半 が 和 風 料 理 で あ っ た。 洋 風 料

か っ た。 反 面。 小 国 町 にお け る魚 介 類 は 干 物、 塩 蔵 品や 練 り 製 品 が 多 く、 調 理 形

り 献 立 にお い て は 副 菜 と し て の位 置 づ け が多 い。


